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―　２　―

【
総
会
提
出
議
案

】

第
一
号
議
案
　
令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
計
算
書
類

　
　
　
　
　
　

（
貸
借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
剰
余
金

　
　
　
　
　
　
処
分
案
及
び
注
記
表

）
承
認
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
令
和
２
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
令
和
２
年
度
造
林
補
助
金
の
取
扱
手
数
料

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
令
和
２
年
度
役
員
報
酬
額
決
定
に
つ
い
て

第
五
号
議
案
　
令
和
２
年
度
一
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金

　
　
　
　
　
　
額
の
最
高
限
度
決
定
に
つ
い
て

第
六
号
議
案
　
令
和
２
年
度
余
裕
金
預
け
入
先
決
定
に
つ

　
　
　
　
　
　
い
て

第
七
号
議
案
　
定
款
附
属
書
役
員
選
挙
規
程
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

第
八
号
議
案
　
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

全
て
の
議
案
に
つ
い
て

、
慎
重
審
議
の
結
果

、

原
案
通
り
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た

。

　
令
和
二
年
六
月
十
八
日
㈭
に

、
東
北
町
コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
第
７
７
回
通
常
総
会

を
開
催
し
ま
し
た

。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め

、
来
場
者
の
検
温
・
消
毒
や
マ
ス
ク
着
用
の
ほ

か

、
来
賓
の
無
招
待
や
席
間
の
確
保

、
換
気
の
実

施
等

、
様
々
な
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た

。

　
ま
た
組
合
員
の
皆
様
に
は

、
で
き
る
だ
け
来
場

を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
書
面
に
よ
る
議
決
権
の
行
使

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ

、
正
組
合
員
の
８
５
％
に

あ
た
る
五
一
四
名
か
ら
書
面
議
決
書
を
提
出
い
た

だ
き
ま
し
た

。

　
総
会
は
蛯
沢
組
合
長
の
挨
拶
の
後

、
議
長
に
千

代
畑
地
区
の
江
刺
家
栄
作
さ
ん
を
選
出
し
て
議
事

が
行
わ
れ

、
上
程
さ
れ
た
８
議
案
全
て
原
案
ど
お

り
承
認
・
決
定
さ
れ
閉
会
し
ま
し
た

。

　
こ
れ
ま
で
に
な
い
形
式
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が

、
組
合
員
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り

、
滞
り

な
く
終
了
い
た
し
ま
し
た

。
改
め
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す

。

蛯沢正勝　代表理事組合長

江刺家栄作 議長   （千代畑地区）

通

常

総

会

開

催



様

様

様

予
算
を
矢
継
ぎ
早
に
閣
議
決
定
し
ま
し
た

。

　
林
業
・
木
材
産
業
関
係
で
は

、
事
業
者
へ

の
金
融
支
援
や
木
材
利
用
の
促
進
策

、
原
木

の
一
時
保
管
に
要
す
る
費
用
支
援

、
保
育
作

業
へ
の
補
助
拡
充
等

、
様
々
な
支
援
措
置
が

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す

。

３
　
当
組
合
へ
の
影
響

　
６
月
末
現
在
で
山
土
場
に
貯
留
し
て
い
る

原
木
は
約
一
五
〇
〇
㎥
で
す
が

、
出
荷
先
に

つ
い
て
は
目
処
が
立

っ
て
お
り
ま
す

。

　
ま
た

、
下
刈
り
や
除
伐
な
ど
十
分
な
事
業

量
を
確
保
し
て
お
り

、
技
術
員
の
雇
用
も
維

持
し
て
お
り
ま
す

。

　
現
時
点
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が

、
今
後
の
原
木
の
流
通
状

況
等

、
い
ま
だ
先
行
き
が
見
え
な
い
部
分
も

あ
り
ま
す
の
で

、
関
係
機
関
等
と
連
携
を
密

に
し

、
安
定
し
た
組
合
運
営
に
努
め
て
参
り

ま
す

。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
中
で
猛

威
を
振
る
う
中

、
林
業
や
木
材
産
業
に
も

影
響
が
出
て
い
ま
す

。

　
現
在
の
状
況
や
今
後
の
見
通
し
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

１
 

原
木
流
通
の
停
滞

　
住
宅
需
要
の
全
国
的
な
落
ち
込
み
に
よ

り

、
現
在
県
内
外
の
木
材
加
工
施
設
で
生

産
調
整
を
行

っ
て
お
り

、
稼
働
率
の
引
き

下
げ
や
原
木
の
受
け
入
れ
に
制
限
が
か

か

っ
て
い
ま
す

。

　
こ
の
た
め
県
内
で
は

、
出
荷
先
が
決
ま

ら
な
い
多
く
の
原
木
が
未
だ
に
山
土
場
に

留
ま

っ
て
お
り

、
新
た
な
原
木
生
産
も
抑

制
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
す

。

　
県
内
林
業
団
体
は
県
や
県
議
会
に
対
し

緊
急
の
経
済
要
望
を
提
出
し
て
い
ま
す

。

２
 

国
の
支
援
策

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受

け

、
政
府
は
第
一
次

、
第
二
次
の
補
正
↘

　　
総
会
終
了
後

、
令
和
元
年
度
の
林
産
事
業
推
進
に
特
段

の
ご
協
力
を
頂
い
た
左
記
３
名
の
組
合
員
の
方
々
に
対

し

、
感
謝
状
と
記
念
品
を
ご
自
宅
に
お
届
け
し
ま
し
た

。

大池 謙一 様 （新町地区）

令和元年度

林産事業協力者

澤 田 ち ゑ

大 池 謙 一

久 保 田 清 志

　澤田 ちゑ 様 （数牛地区）　

　久保田 清志 様 （淋代地区）

―　３　―

【
感
謝
状
贈
呈
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

林
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て



安 村 寛

切 左 坂 萠 出 守

横 浜 町 大 澤 弘 悦

沼 山 實

長 久 保 井 上 武 光

土 橋 土 橋 宝 之 助

地区名

清 水 目

千 曳

長者久保

塔 ノ 沢

大 旗 屋

保 戸 沢

外 蛯 沢

寒 水

乙 部

坂 下 町

本 町

　　
四
月
一
日
㈬

、
令
和
２
年
度
地
区
委
員
辞
令
交
付
並
び

に
打
合
会
を

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
細
心

の
注
意
を
払
い
な
が
ら
開
催
し
ま
し
た

。

　
三
月
開
催
の
理
事
会
に
於
い
て
各
地
区
の
組
合
員
の
中

か
ら
選
任
さ
れ
た
地
区
委
員
３
０
名
に
対
し

、
蛯
沢
組
合

長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

。

　
会
議
で
は

、
新
年
度
の
組
合
事
業
推
進
等
に
つ
い
て
担

当
か
ら
説
明
が
さ
れ
ま
し
た

。
出
資
配
当
金
や
広
報
等
の

配
布

、
組
合
か
ら
の
業
務
伝
達
な
ど

、
一
年
間
各
地
区
の

中
核
と
し
て
組
合
事
業
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
ま
す

。

　
各
地
区
の
地
区
委
員
は
左
記
の
と
お
り
で
す

。

代表で辞令を受ける清水目健一さん

　　
四
月
二
日
㈭

、
令
和
２
年
度
労
働

安
全
衛
生
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

。

　
新
年
度
の
無
事
故
・
無
災
害
を
神

棚
に
祈
願
し
た
後

、
蛯
沢
組
合
長
か

ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た

。

　
続
い
て
令
和
元
年
度
に
全
国
で
発

生
し
た
重
大
災
害
を
参
考
に

、
類
似

災
害
防
止
に
つ
い
て
担
当
か
ら
指
導

を
行
い
ま
し
た

。

　
最
後
に
参
加
者
全
員
で
「

ゼ
ロ
災

で
い
こ
う
ヨ
シ

」
の
指
差
呼
称
を
行

い
閉
会
し
ま
し
た

。

氏 名

清 水 目 健 一

藤 井 久

蛯 名 光 行

江 刺 家 栄 作

松 山 登

細 井 敏 雄

向 井 由 広

久 保 田 忠 美

乙 部 繁 作

東 浩 二

令 和 ２ 年 度 地 区 委 員

―　４　―

簗 田 兼 男

新 町 大 池 謙 一

甲 地 ② 甲 地 春 男

巴 蘭 吹 越 信 行

漆 玉 岡 山 春 男

蓼 内

野 田 頭 山 石 秋 義

水 喰 大 杉 末 一

五 十 嵐 甲 地 武 彦

淋 代

内 蛯 沢

鶴 ケ 崎

大 久 保 新 一

元 町 乙 供 悟

舟 ケ 沢 濱 田 正 彦

鶴 ケ 崎 誠

田 ノ 沢 甲 地 健 一

甲 地 ① 吹 越 秀 人

地
区
委
員
打
合
会

労
働
安
全
衛
生
大
会



―　５　―

　　
　
①
亡
く
な

っ
た
方
の
戸
籍
謄
本

　
　
②
相
続
す
る
方
の
住
民
票

　
　
③
山
林
の
所
有
を
証
す
る
書
類

　
　
　

（
固
定
資
産
の
課
税
明
細
書
等

）

　
　
④
認
印

　
　
⑤
出
資
証
券

　
　
　

（
紛
失
し
た
場
合
再
発
行
が
必
要

）

　　
組
合
員
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
て
い
る

場
合
は

、
名
義
変
更

（
相
続
加
入

）
の
手
続
き
が

必
要
で
す

。

　
三
月
十
八
日
㈬

、
清
水
目
地
区
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

に
て
間
伐
推
進
事
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た

。

　
昨
年
三
月
に

、
東
北
町

、
三
八
上
北
森
林

管
理
署

、
当
組
合
の
三
者
で
森
林
整
備
推
進

協
定
を
締
結
し

、
民
有
林
・
国
有
林
が
連
携

し
て
効
率
的
な
森
林
施
業
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す

。

　
出
席
者
は

、
林
業
専
用
道
開
設
や
森
林
整

備
に
関
す
る
説
明
に
耳
を
傾
け

、
活
発
な
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た

。

　　
四
月
八
日
㈬

、
令
和
２
年
度
上
北
地
区
山

火
事
防
止
宣
伝
パ
レ
ー

ド
が
実
施
さ
れ
ま
し

た

。

　
当
組
合
を
含
む
上
十
三
管
内
の
森
林
組
合

の
他

、
県
・
市
町
村
や
消
防
署

、
森
林
管
理

署
等
で
組
織
さ
れ
た
山
火
事
防
止
対
策
協
議

会
が
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
し
て
い
ま
す

。

　
参
加
者
は

、
三
班
に
分
か
れ
車
列
を
進

め

、
地
域
住
民
に
山
火
事
防
止
を
呼
び
掛
け

ま
し
た

。

　　
森
林
保
険
は
皆
様
の
大
切
な
森
林
を
総
合

的
に
保
障
し
ま
す

。
詳
し
く
は
組
合
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

　　
そ
の
他

、
譲
渡
に
よ
る
名
義
変
更
や

、
出
資
証

券
の
紛
失

、
住
所
・
氏
名
に
変
更
が
あ

っ
た
場
合

等

、
そ
れ
ぞ
れ
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

。

　
詳
し
く
は
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い

。

名
義
変
更
手
続
き
に
つ
い
て

山
火
事
防
止
パ
レ
ー
ド

清
水
目
地
区

間
伐
推
進
事
業
説
明
会

森
林
保
険
加
入
の
勧
め

組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

必
要
書
類



①
和
田
拓
実

（
わ
だ
た
く

み

）
②
五
所
川
原
市
③
五

所
川
原
農
林
高
校
森
林
科

学
科
④
一
日
で
も
早
く
仕

事
に
慣
れ
て
い
け
る
よ
う

に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す

。

①
沼
村
幸
之
介

（
ぬ
ま
む

ら
こ
う
の
す
け

）
②
東
北

町
大
浦
③
野
辺
地
高
校
普

通
科
④
ま
だ
分
か
ら
な
い

事
ば
か
り
で
す
が

、
先
輩

方
か
ら
学
び
精
一
杯
頑
張

り
ま
す

。

FAX TEL 〒

　　
組
合
で
は
彼
ら
の
様
な
技
術
員
を
随
時
募
集
し

て
お
り
ま
す

。
詳
し
く
は
組
合
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

。

　
県
は

、
林
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め

、
県

内
で
林
業
に
就
業
を
希
望
す
る
者
を
対
象
と
し
た

研
修
「

青
い
森
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

」
を
令
和
３
年

４
月
に
開
講
し
ま
す

。

　
詳
し
く
は
あ
お
も
り
農
林
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
〇
一
七

‐
七
三
二

‐
五
二
八
八

）
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い

。

　
四
月
一
日
よ
り

、
組
織
体
制
の
強
化
と
事
業
の

拡
充

、
職
員
の
意
識
向
上
を
図
る
た
め

、
部
制

（
総
務
部
・
業
務
部

）
へ
移
行
致
し
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

。

　　　
こ
の
４
月
に
新
卒
採
用
さ
れ
た
組
合
技
術
員
２

名
を
紹
介
し
ま
す

。

①
氏
名
②
出
身
地
③
出
身
校
④
こ
れ
か
ら
の
抱
負

を
一
言

。

―　６　―
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郡
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塔
ノ
沢
山
４
９
６
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１

 
発
 

行
　
東
北
町
森
林
組
合

 
０
３
９

‐
２
６
５
４

青
い
森
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

研
修
生
募
集

職 員 募 集

①応募資格 令和３年３月末時点で３０歳以下

かつ大卒・高卒以上。

②選考方法 筆記試験（一般常識）、面接

試験日は随時。

詳細は組合までお問い合わせ下さい。

組
合
技
術
員
紹
介

組
織
体
制
変
更
の
お
知
ら
せ
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